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エスノグラフィーとは

• エスノグラフィー ＝ 民俗誌(学)
異なる人種・民族に対する科学的な研究

自分たちの知り得ない異文化を知る

• 災害エスノグラフィー

＝“災害“という異文化を理解するための方法



災害対応で求められるもの

• 初めて遭遇した状況下で最善を尽くすことが
求められる

• 応用問題を解く問題解決能力が求められる

災害に対する知識を養う様々な手法

• 災害エスノグラフィーの重要性



課題1：
“形式知”による災害理解の限界

• データ重視の「いわゆる科学的な」情報

理学，工学の分野ではこれが学問



課題2
“マスコミ報道”にもとづく
災害理解の限界

• ステレオタイプの報道の
されかた

気の毒な被災者

ｖｓ 役に立たない行政



避難所とは？

• 気の毒な被災者が肩を寄
せ合ってくらすところ

避難所とは恐怖と不安に

駆られた尋常でない人が

1,000人以上集るところ



災害時の医療機関は？

• 負傷者殺到，混乱の病院

病院に来たのは死者か軽傷者

病院内では誰も文句をいわない静寂さ

夕方以降ぴたりと患者がこなくなる



善意の救援物資？

• 暖かな善意のこもる救援
物資，被災地で感謝され
る

最初の２日間，救援物

資の積み下ろしに忙殺

あまった救援物資のた

めに貸し倉庫代が

1,200万円



ボランティアは
すべて善？

• 阪神・淡路大震災は

ボランティア元年

ひと目被災地を見て

みたいボランティア

ほとんどのボランティ

アは1泊２日で満足



被災者の不満はそれほど大きい？

• 対応の遅さに被災者の不満増大

一生懸命やった人ほど「もっと何かできた
のに・・・」

被災者が同情したくなる位，責められた
行政と責めた被災者



限界を超えるためのエスノグラフィー

• 断片的情報ではなく，災害のプロセスを理
解する

• ステレオタイプの情報ではなく，多面的に
事実を見つめる



調査の方法

①インタビュー，グループディスカッションの実施

②個々人や組織が経てきた災害過程を明らかにする

③災害エスノグラフィーの体系化
→ 全く新しい事実の発見
→ 災害現場でくり返し起こる，普遍化すべき事実を抽

出する
→ 特異なことも切り捨てず記録する



災害エスノグラフィーの活用

• 読み物

• 映像

• ゲーム



暗黙知を発掘し共有化を図る工夫

一日前に知っていたら・・・

• 被災自治体の失敗談，苦労，乗り越えるた
めの知恵と工夫を記録するためのしくみ

• 各種法制度で報告が義務付けられている
項目に準じ，これらの情報を記録し伝える



効果的な普及方法

• 生協を通じた防災用品販売の活用

• 魅力的な商品開発・・・ゲーム，DVD

• 研究者・技術開発者と商品開発・販売者を
別に（ex：帰宅困難者マップ）



国民にとって最も大きな影響(効果)をもつもの

• “マスコミ報道”にもとづく災害理解

• 災害発生時，国民の意識と興味が高まっ
ているときに「○○○」と報道されるか

• 新聞のヘッドラインが持つ力
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